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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  フィルムを切断するためのテープシステムであって、
　前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する伸縮性材
料の第１のテープ本体であって、
　前記第１のテープ本体が、物体に取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第１のテープ本体の前記前面が接着剤を含まず、感圧性接着剤に対して剥離特性を
有して、前記感圧性接着剤をテープの前記前面に接触させ、かつ引き離すことができるよ
うになっており、
　前記第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、第１のテープ
本体と、
　前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する、伸縮性
材料の第２のテープ本体であって、
　前記第２のテープ本体が、前記第１のテープ本体上に貼り付けられるときに前記フィル
ムに取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第２のテープ本体が、前記第１のテープ本体において前記フィルム上に貼り付けら
れるときに、前記フィルムの下の前記第１のテープ本体上の前記フィラメントの両側にま
たがるように配置された幅を有する、第２のテープ本体とを含み、
　前記フィラメントが、引っ張られたときに、両側縁部から間隔をあけた前記第２のテー
プ本体における位置で前記第２のテープ本体の長さに沿って前記第２のテープ本体を引き
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裂くように、前記フィラメント及び前記第２のテープ本体が配置されている、テープシス
テム。
【請求項２】
　接着剤により物体に貼り付けられたときにフィルムを切断するための方法であって、
　第１のテープ本体を前記物体に貼り付けることであって、
　前記第１のテープ本体が、前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向
側縁部とを有する伸縮性材料を含み、
　前記第１のテープ本体が、前記物体に取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第１のテープ本体の前記前面が接着剤を含まず、前記接着剤に対して剥離特性を有
し、
　前記第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、ことと、
　第２のテープ本体を前記第１のテープ本体において前記フィルム上に貼り付けて、前記
フィルムの下の前記第１のテープ本体の前記フィラメントの両側にまたがるようにするこ
とであって、
　前記第２のテープ本体が、前面と、後面と、第２の長手方向側縁部と、第２の長手方向
側縁部とを有する伸縮性材料を含み、
　前記第２のテープ本体が、前記フィルムに取り付けるための接着剤を前記後面に有する
、ことと、
　前記フィラメントを引っ張ることにより、両側縁部から間隔をあけた前記第２のテープ
本体上の位置で、前記第２のテープ本体の長さに沿って前記フィルム及び前記第２のテー
プ本体を引き裂くことと、を含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルムを細断するために使用される、長手方向に延びるフィラメントを有
するテープシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ある場合における車両の一般的なカスタマイズは、接着フィルムを車両の外面に貼り付
けることを伴う。そのようなフィルムは容易に入手可能であり、剥離層で覆われた感圧性
接着剤が付いたシートの形で提供される。
【０００３】
　本出願は、そのようなフィルムを使用する領域として特に車両に言及するが、そのよう
な粘着フィルムの多くの他の使用を検討することができ、そのような他の使用も本発明の
範囲に含まれることを理解されたい。
【０００４】
　一部のフィルムは、車両に施す必要のあるグラフィックが印刷されるように構成され、
本出願人のいくつかの特許はそのようなフィルムの細断について記載している。
【０００５】
　車両に貼り付けられることの多い別のタイプのフィルムは、ハードコーティングを車両
表面に施して石による傷を防止するためのストーンガードとして知られている。
【０００６】
　依然として困難な１つの問題は、必要な位置でフィルムを切断して、フィルムがパネル
の縁部又は車両上の他の必要な位置で終端するようにすることである。
【０００７】
　本出願人の特許は、グラフィックフィルムを良好に切断又は細断する構成を提供し、こ
の分野で使用するためのシステムとして広く採用されている。
【０００８】
　ストーンガードタイプの製品などの一部のフィルムは、貼付けがより困難で、貼付け時
の細断がより困難である。多くの場合、このようなフィルムは、車両の濡らした面を使用



(3) JP 6752823 B2 2020.9.9

10

20

30

40

50

して貼付けを助け、貼付け時の接着を向上させるが、これによりフィルムの細断がより困
難になるため、フィラメントにより形成されたスリットは、必要とされるきれいで効果的
な切れ目を提供することができず、許容できないぎざぎざの縁部を残すことがある。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明の１つの目的は、フィルムを細断するためのテープシステムを提供することであ
る。
【００１０】
　本発明によれば、フィルムを切断するためのテープシステムであって、
　前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する伸縮性材
料の第１のテープ本体であって、
　第１のテープ本体が、物体に取り付けるための接着剤を後面に有し、
　第１のテープ本体の前面が接着剤を含まず、感圧性接着剤に対して剥離特性を有して、
感圧性接着剤をテープの前面に接触させ、かつ引き離すことができるようになっており、
　第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、第１のテープ本体
と、
　前面と、後面と、第２の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する、伸縮性
材料の第２のテープ本体であって、
　第２のテープ本体が、第１のテープ本体上に貼り付けられるときにフィルムに取り付け
るための接着剤を後面に有し、
　第２のテープ本体が、第１のテープ本体においてフィルム上に貼り付けられるときに、
フィルムの下の第１のテープ本体上のフィラメントの両側にまたがるように配置された幅
を有する、第２のテープ本体とを含み、
　フィラメントが、引っ張られたときに、両側縁部から間隔をあけた第２のテープ本体に
おける位置で第２のテープ本体の長さに沿って第２のテープ本体を引き裂くように、フィ
ラメント及び第２のテープ本体が配置されている、テープシステムが提供される。
【００１１】
　好ましくは、フィラメントは、最良の切断動作を行うためにできるだけ細い金属ワイヤ
を含み、したがって、好ましくは０．００５インチ未満又は０．００２５～０．００５イ
ンチの範囲の直径を有する。
【００１２】
　好ましくは、フィラメントが、第１のテープ本体に、第１の側縁部及び第２の側縁部の
両方から間隔をあけた第１のテープ本体上の位置で取り付けられることにより、第１のテ
ープ本体の曲げを可能にする一方、第１のテープ本体が、フィラメント及び第１の長手方
向側縁部に対する、第２の長手方向側縁部に沿った第１のテープ本体の伸長により第１の
左右方向に平坦なままとなり、かつフィラメント及び第２の長手方向側縁部に対する、第
１の長手方向側縁部に沿ったテープの伸長により第２の左右方向に平坦なままとなる。し
かしながら、フィルムを押さえ付けるためにフィラメントの両側にまたがらなければなら
ない第２のテープをフィラメントが細断する場合には、フィラメントを一縁部から引っ張
ることができる。
【００１３】
　したがって、好ましくは、第１のテープ本体の後面が物体に取り付けられた状態で、フ
ィラメントが、引っ張られたときに、テープ本体の一側縁部から引き出されるのではなく
、両側縁部から間隔をあけた第１のテープ本体上の位置で第１のテープ本体の長さに沿っ
て第１のテープ本体を引き裂くように、フィラメント及び第１のテープ本体が配置されて
いる。
【００１４】
　好ましくは、各テープ本体が０．２５インチ未満の幅を有し、第１のテープは多くの場
合、０．１２５インチと幅狭であり、第２のテープは０．２５インチと、より幅広で一般
的である。
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【００１５】
　好ましくは、第１のテープ本体に単一のフィラメントが付いており、この好ましい方法
ではこの単一のフィラメントのみが必要とされる。しかしながら、他の使用の場合、２つ
以上のフィラメントが含まれていてもよい。
【００１６】
　好ましくは、フィラメントが後面の接着剤の中に位置している。しかしながら、代替構
造として、第１のテープ本体は、第２の基材層の上に重なり、かつ接着剤により第２の基
材層に積層された第１の基材層を有することができ、長手方向に延びるフィラメントは第
１の基材層と第２の基材層との間に位置している。
【００１７】
　好ましくは、第１のテープ本体と第２のテープ本体とは、フィラメントを引っ張ったと
きに材料を容易に細断できる特性を有する同じ材料から形成される。
【００１８】
　好ましくは、第２のテープ本体は、その端部が第１のテープ本体及びフィルムの始縁部
を超えて延びて物体に係合し、細断動作が一縁部で開始されるとフィルムを物体上に保持
するような長さを有する。
【００１９】
　本発明の第２の態様によれば、接着剤により物体に貼り付けられたときにフィルムを切
断するための方法であって、
　第１のテープ本体を物体に貼り付けることであって、
　第１のテープ本体が、前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁
部とを有する伸縮性材料を含み、
　第１のテープ本体が、物体に取り付けるための接着剤を後面に有し、
　第１のテープ本体の前面が接着剤を含まず、接着剤に対して剥離特性を有し、
　第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、ことと、
　第２のテープ本体を第１のテープ本体においてフィルム上に貼り付けて、フィルムの下
の第１のテープ本体のフィラメントの両側にまたがるようにすることであって、
　第２のテープ本体が、前面と、後面と、第２の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁
部とを有する伸縮性材料を含み、
　第２のテープ本体が、フィルムに取り付けるための接着剤を後面に有する、ことと、
　フィラメントを引っ張ることにより、両側縁部から間隔をあけた第２のテープ本体上の
位置で、第２のテープ本体の長さに沿ってフィルム及び第２のテープ本体を引き裂くこと
と、を含む方法が提供される。
【００２０】
　この構成において、好ましくは、第２のテープ本体がフィルムに力を加えて、フィラメ
ントによる切断中にフィラメントが引っ張られるときフィルムが物体から離れようとする
傾向を軽減するように作用する。これにより、フィラメントを引っ張るときにフィルムが
ひだを形成する傾向を軽減する。そのようなひだの形成により、フィラメントにかかる負
荷が一時的に高まり、フィラメントを破損させるおそれがある。最良の切断動作を行うた
めに、０．００５インチ未満、好ましくは０．００３インチ未満の非常に細いワイヤフィ
ラメントが好ましいが、これが使用できるのは、フィラメントにかかる負荷がフィラメン
トが破損し得るレベルに一時的に達しない場合のみである。したがって、この押さえ付け
システムを使用しない場合、フィラメントは、負荷に耐えるようにより太くなければなら
ず、フィラメントが太いほど、切断線の質は低下し、より大きい切断力につながる。
【００２１】
　第２のテープは、物体の表面に対してフィルムを平坦に保持する傾向があるため、非常
に細いフィラメントは、フィルム上の意図した切断線に対して左右に動いてぎざぎざの側
縁部をスリットに生じさせることなく、ちょうど表面で引き裂くように動作する。
【００２２】
　この方法は、通常、物体に水を加えることにより貼り付けられるストーンガードフィル
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ムなどのタイプのフィルムに特に適用可能である。この水は、接着剤の粘着性を一時的に
低下させるため、フィルムを必要に応じて伸張させ又は動かして表面の外形に合わせなが
ら貼り付けることができる。水が除去されるか又は乾くと、接着剤は、ストーンガードフ
ィルムを貼り付ける領域に必要な強い保持力を加える作用が高まる。しかしながら、この
フィルムの接着剤の粘着性の低下により、細断動作中にフィルムが表面から持ち上がり易
くなる。
【００２３】
　好ましくは、第２のテープ本体が、第１のテープ本体の端部及びフィルムの縁部を越え
て延びて物体に係合し、切断動作の開始中にフィルムを物体上に保持するように置かれて
いる。
【００２４】
　本発明の更なる態様によれば、接着剤により物体に貼り付けられたときにフィルムを切
断するための方法であって、
　テープ本体を物体に貼り付けることであって、
　テープ本体が、前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを
有する伸縮性材料を含み、
　テープ本体が、物体に取り付けるための接着剤を後面に有し、
　テープ本体の前面が接着剤を含まず、接着剤に対して剥離特性を有する、ことと、
　フィルムを引き裂くようにフィラメントを引っ張ることと、
　フィルムに力を加えて、フィラメントによる切断中にフィラメントが引っ張られるとき
フィルムが物体から離れようとする傾向を軽減するように作用させることとを含む方法が
提供される。
【００２５】
　一部の好ましい構成において、フィラメントは、両側縁部から距離を置いて配置され、
これにより、テープの曲げを可能にする一方、テープがフィラメント及び第１の長手方向
側縁部に対して、第２の長手方向側縁部に沿ったテープ本体の伸長により第１の左右方向
に平坦なままとなり、かつフィラメント及び第２の長手方向側縁部に対して、第１の長手
方向側縁部に沿ったテープの伸長により第２の左右方向に平坦なままとなる。しかしなが
ら、フィラメントが一縁部に取り付けられたテープを使用してもよい。
【００２６】
　この構成において、好ましくは、第２の基材層の後面が物体に取り付けられた状態で、
フィラメントが、引っ張られたときに、テープ本体の一側縁部から引さ出されるのではな
く、両側縁部から間隔をあけたテープ本体上の位置で、テープ本体の長さに沿ってテープ
本体の第１の基材層を引き裂いて、第２の基材層に取り付けられたままの第１の側縁部を
含む第１の基材層の第１の部分をその位置の一側に残し、第２の基材層に取り付けられた
ままの第２の側縁部を含む第１の基材層の第２の部分をその位置の反対側に残すように、
フィラメント及びテープ本体が配置される。
【００２７】
　通常、テープ上の接着剤は、接着剤の残留物を残すことなく、かつ表面に損傷を与える
ことなく、テープ本体を物体の表面から引っ張ることができるという特性を有する。
【００２８】
　フィラメントは、後面の接着剤の中又は接着剤の上に付いている。この場合、テープが
表面に貼り付けられる際、及びフィラメントが引っ張られてフィルムを切断する際に、接
着剤が、テープの屈曲中にフィラメントをテープ上で定位置に保持するように配置されて
いる。この場合、フィラメントは、接着剤上に付いている場合、フィラメントと接着剤と
の接着を向上させるための、接着剤と適合性のあるコーティング材料を有する。
【００２９】
　代替構成において、接着剤を基材のフィラメントの上に塗布して、フィラメントを基材
の表面に対して保持する。
【００３０】
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　フィラメントが第１の側縁部及び第２の側縁部から間隔をあけているため、及び、フィ
ラメントが、フィルムを切断するために引っ張られたときに、テープ本体の一側縁部から
引っ張られるのではなく、テープの長さに沿ってテープを引き裂くように配置された幅を
テープが有するため、テープを引き裂くと、フィルムの縁部下の第１の側縁部に沿ってテ
ープの一部が残り、この部分は、フィルムが切断された後に除去され、縁部が表面上に平
坦に置かれる。この場合、好ましくは、テープを色付けして、テープの一部をフィルムと
視覚的に区別する。
【００３１】
　一部の例において、プライマーを少なくともテープの下で表面に塗布してフィルムの縁
部を表面にしっかりと取り付ける。テープの接着剤は、好ましくは、接着剤の残留物を残
すことなく、かつプライマー表面に損傷を与えることなく、テープを物体表面のプライマ
ーから引っ張ることができるという特性を有する。
【００３２】
　好ましくは、テープをプラスチック材料から形成して、フィラメントの伸張よりも大き
いテープの伸張を可能にする。好ましくは、テープはＰＶＣから形成される。好ましくは
、テープの感圧性接着剤はゴム系であり、これにより、テープの必要な接着特性をもたら
し、その後のテープの取り外しを行うことができる。
【００３３】
　好ましくは、テープには、フィルム上の感圧性接着剤に対する剥離特性を有する剥離コ
ーティングが前面に付いており、フィルム上の感圧性接着剤をテープの前面に接触させ、
かつテープを物体から外すことなく再配置のために引き離すことができるようになってい
る。
【００３４】
　物体に巻き付けるパターンをフィルムの第２の対向面に印刷して、物体の一部の周り又
はパネル上にパターンを施すことを含む方法において、テープを使用することができる。
【００３５】
　ビニールなどの様々なタイプのフィルムを車両に施すために使用可能な方法において、
テープを使用することができる。これは、同じく切断を必要とするストライプパッケージ
を包むために使用される、又はこのストライプパッケージを含むことのできる、大きいシ
ート又はパネルを含むことができる。一部の車両は両側にストライプの付いた反射ビニー
ルを有するため、ストライプをホイールウェル、ドアハンドルなどの周りで切断しなけれ
ばならない。車、トラックなどのピンストライプも切断を必要とするが、ここでも、この
適用はナイフの使用を軽減する。様々なタイプのビニール、おそらくは印刷されたもの、
又は印刷されていないものを使用して、あらゆる貼付けを行うことができる。
【００３６】
　テープは、基材の一方の面に接着剤が塗布された基材を含むことができ、又はテープは
単に、フィラメントが取り付けられた若しくはフィラメントが内部に埋め込まれた接着材
料を含むことができる。
【００３７】
　引っ張られたときに破損することなく切断動作を行うのに十分な強度を有し、かつ切断
を行うのに十分な切断動作を有し、フィルムを引き裂くことのない適切な材料から、フィ
ラメントを形成することができる。通常は、金属ワイヤが適している。炭素繊維又はケブ
ラー繊維などの他の材料を使用してもよい。
【００３８】
　好ましくは、テープは０．２５インチ未満の幅を有し、パネルの縁部及び隣接部分の縁
部の裸の切片又は帯片ができるだけ幅狭になるようにする。
【００３９】
　テープの前面に接着剤がないことを利用して、フィルムの位置をパネル上及び物体上で
調節することができるため、折りしわ又は折り目又は気泡を生じずにフィルムが適切に置
かれて配置され、一方で、異なるシートにある印刷画像を必要に応じて整合させる。この
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ように、フィルム自体の感圧性接着剤を使用して、フィルムをすべての位置に取り付ける
。剥離コーティングは、テープを物体から外すことなく、フィルムを必要に応じて引き戻
し、再配置することができるという特徴を有する。
【００４０】
　このタイプのフィルムは、３Ｍなどの製造業者から剥離層と共に入手可能であり、この
フィルムには、顧客により提供された設計を使用して適用箇所にパターンを印刷すること
ができる。
【００４１】
　物体は、通常、自動車、バン、バスなどを含む車両若しくは船又は他の輸送デバイスで
ある。この場合、パネルは通常、ドア又はトランクの蓋である。
【００４２】
　覆われない領域は、ドアハンドル、ガスフィラーキャップなどの物体の表面の領域であ
り得る。この場合、車両又は他の物体の表面全体を覆うことになっているが、動作を妨げ
ることなく覆うことのできない領域が含まれることになる。
【００４３】
　しかしながら、上記の発明を用いてドア又は他のパネルの問題及び覆われない領域の問
題を解決する場合には、他の物体を覆ってもよい。フィルムは通常、少なくとも、ヒンジ
連結パネルがドアである車両側と、本発明を用いて第２のヒンジ連結パネルが設けられ覆
われる車両の後部とに巻き付く。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
　以下で、添付図面と併せて、本発明の一実施形態について説明する。
【図１】本発明で使用するためのテープシステムの一実施形態の断面図である。
【図２】フィルム及びシステムの２つのテープを示す、車両の覆われる物体の表面の正面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　本発明の方法は、例えば２０１３年１月２９日に提出された、本出願人の米国特許第８
，３６１，６１５号に開示されたテープ及び概念を用いる。テープ及び概念の更なる詳細
について、この開示を参照することができる。
【００４６】
　この特許では、ドアを有するサイドパネルとリヤパネルとを含み、対の後部ドア１４Ａ
、１４Ｂの形のヒンジ連結パネル１４を含むパネルバンなどの車両が示される。
【００４７】
　フィルムを車両に巻き付けて、特に石による傷が生じるおそれのある、車両の一部を覆
うようになっている。フィルムは単一のシートとして提供することができるが、通常、フ
ィルムはより小さい複数のシートとして形成され、このシートの縁部同士が突き合わされ
るか、又はわずかに重なって、車両の必要な部分を覆う。
【００４８】
　車両は、ドア、トランクの蓋、及びボンネットなどのいくつかのヒンジ連結パネルを含
み、これはパネルの縁部が車両の隣接する縁部に当接する閉位置から動くことができる。
【００４９】
　通常、シートは平坦な形態で提供され、車両表面は広範囲にわたって外形付けされてい
るため、フィルムを引っ張って伸張させることにより表面に適合させる必要がある。これ
は通常、最端位置で、ヒートガンからの熱をシート１８に加えることを含み、一般に、シ
ートを引っ張る工程、シートを一時的に表面上に貼り付ける工程、シートを取り外して更
に引っ張り、シートが、車両に対して外形が適合した状態で気泡を生じずに貼り付けられ
るまで、シートを再び貼り付ける工程の繰り返しを含む。
【００５０】
　縁部でフィルムを切断するために、前面１１、後面１２、第１の長手方向側縁部１３、
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及び第２の長手方向側縁部１４を有する図１に示すテープ１０が設けられる。テープは、
物体に取り付けるための接着剤層１５を後面１２に有する。テープ１０は前面１１に接着
剤を含まず、代わりに前面１１は剥離特性を有し、シート８上の接着剤９などの接着剤か
ら剥離するか、又はこれをはね返すことができる。この剥離特性は、通常、実際のコーテ
ィングによってもたらされるが、基材自体の特性により、又は基材上の共押出層によって
もたらすことができる。剥離コーティングは取り外されるものではないため、取り外し可
能な剥取りシートではない。テープ１０にはフィラメント１６が付いている。
【００５１】
　フィラメント１６は、１つの長手方向側縁部１３又は１４に沿って位置することができ
るが、好ましくは、第１の長手方向側縁部及び第２の長手方向側縁部の両方から間隔をあ
けた、テープの途中又は中間の線に沿って位置する。
【００５２】
　図１で、フィラメントは、単に接着剤層１５に貼り付けられ、接着剤層１５に取り付け
られる。したがって、フィラメントを単に既存のテープに取り付けることができる。通常
、テープベース又は基材及び接着剤の厚さは約０．００２～０．００５インチであり、フ
ィラメントの直径は約０．００２５～０．００５インチであるため、フィラメントは接着
剤から立ち上がり、接着材料に埋められない又は埋め込まれない。しかしながら、接着剤
及びフィラメントは、フィルムを切断するためにテープを引っ張るまでの方法の工程中に
これらが取り付けられたままであるように選択される。
【００５３】
　フィラメントをテープ基材に置いた後に接着剤を塗布することができ、これによりフィ
ラメントを覆って、必要な場合に取り付けを強化する。
【００５４】
　フィラメントには、接着剤３５と協働して必要な場合に取り付けを強化する、予め塗布
された接着剤又はプライマー材料が付いていてもよい。
【００５５】
　２つの基材層を含む代替構成を提供することができ、この２つの基材層は、それら層の
間に捕捉されることにより定位置に保持されたフィラメント１６と共に積層接着剤によっ
て積層される。層の後面には接着剤が付いており、層の前面には剥離コートが付いている
。積層接着剤は、フィラメントを剥離させることができるようになっていなければならな
い。例えば積層接着剤が架橋可能なタイプである場合、フィラメントを接着剤に固定され
ないように扱うことができる。これは、感圧性接着剤を積層接着剤として使用する場合に
は問題にならない。
【００５６】
　テープは、０．０６０～０．５００インチの範囲の幅を有し、好ましくは０．２５イン
チである。
【００５７】
　テープは、反対側に沿って伸長することにより少なくとも一方の側へ曲がることができ
る程度の伸縮性を有する。したがって、テープは、約０．１５７インチの最小内側曲率半
径を取る任意の角度でそれぞれの側へ曲がることができる。これにより、前述したドアハ
ンドル又は他の要素などの車両上の要素の周りでテープを曲げる又はこれに巻き付けるこ
とができる一方、テープは車両表面に対して平坦で、接着剤の層により車両表面に取り付
けられたままとなる。
【００５８】
　図示したように、フィラメントは両側縁部から間隔をあけて両方向に曲がることができ
る。図示したようにフィラメントは中央に位置するため、テープは対称であり、それぞれ
の方向に等しく曲がる。通常、引っ張り動作中にフィラメントの長手方向への長手方向伸
長は望ましくないため、フィラメントはテープよりも伸長性が低い。
【００５９】
　したがって、テープが表面に貼り付けられる際、及びフィラメントが引っ張られてフィ
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ルムを切断する際に、接着剤は、テープの屈曲中にフィラメントをテープ上で定位置に保
持するように作用する。
【００６０】
　テープをプラスチック又はフィルム材料から形成して、フィラメントの伸張よりも大き
いテープの伸張を可能にする。好ましくは、テープはＰＶＣから形成される。ＰＶＣは、
強度、フィルム接着剤との協働、伸び率、及びフィルムのきれいな切断といった最良の特
徴をもたらすことがわかっている。
【００６１】
　本発明の構成は、第１のテープ１０とフィラメント１６とを含む、フィルムを切断する
ためのテープシステムを提供する。この構成は、前面２１と、後面２２と、第１の長手方
向側縁部２３、第２の長手方向側縁部２４とを有する伸縮性材料の本体により形成された
第２のテープ２０を更に提供する。第２のテープ本体は、第１のテープ本体上に貼り付け
られるときにフィルムに取り付けるための接着剤２５を後面２２に有し、第２のテープ本
体。第２のテープ本体は、第１のテープの幅よりも大きい幅を有し、この幅は、第２のテ
ープ本体が、第１のテープ本体においてフィルム上に貼り付けられるときに、フィルムの
下の第１のテープ本体上のフィラメントの両側にまたがるように配置される。第２のテー
プを形成するフィルムは、フィラメントが、引っ張られたときに、両側縁部から間隔をあ
けた第２のテープ本体における位置で第２のテープ本体の長さに沿って第２のテープ本体
を引き裂くように配置される。これは、効果的できれいな切断動作をフィルムに与え、ぎ
ざぎざの縁部がほとんど又は全くなく、ひだを形成させ得るフィルムの引っ張りがほとん
ど又は全くないことがわかっている。
【００６２】
　前述したように、フィラメント１６は、第１の側縁部及び第２の側縁部の両方から間隔
をあけた位置で第１のテープ１０に取り付けられることにより、１０１、１０２で示すよ
うに第１のテープ本体の曲げを可能にする一方、第１のテープ本体は、フィラメント及び
第１の長手方向側縁部に対する、第２の長手方向側縁部に沿った第１のテープ本体の伸長
により、第１の左右方向に平坦なままとなり、かつフィラメント及び第２の長手方向側縁
部に対する、第１の長手方向側縁部に沿ったテープの伸長により、第２の左右方向に平坦
なままとなる。
【００６３】
　前述したように、第１のテープ本体の後面が物体に取り付けられた状態で、フィラメン
トが、Ｐで示すように引っ張られたときに、テープ本体の一側縁部から引き出されるので
はなく、両側縁部から間隔をあけた第１のテープ本体上の位置で第１のテープ本体の長さ
に沿って第１のテープ本体を引き裂くように、フィラメント１６及び第１のテープ１０が
配置される。
【００６４】
　図１に示すように、フィラメント１６は、テープ１０の後面の接着剤１２の中に位置す
る。したがって、第１のテープ本体が表面に貼り付けられる際、及びフィラメントが引っ
張られて第１のテープ本体を引き裂く際に、接着剤は、第１のテープ本体の屈曲中にフィ
ラメントを第１のテープ本体上で定位置に保持するように配置される。代替案（図示せず
）として、第１のテープ本体が、第２の基材層の上に重なり、かつ接着剤により第２の基
材層に積層された第１の基材層を有し、長手方向に延びるフィラメントが第１の基材層と
第２の基材層との間に位置している。これは、フィラメントをより適切に位置させて定位
置に保持するように作用する。
【００６５】
　代替案（図示せず）において、フィラメント１６は、第１の側縁部及び第２の側縁部の
一方で第１のテープ１０本体に取り付けられる。
【００６６】
　図２に示すように、第２のテープ２０は、端部２７が第１のテープ１０の端部１０３を
越えて延び、かつフィルム８の縁部８１を越えて延びて、物体に係合し、フィルムを物体
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Ｏ上に保持するような長さＬを有する。
【００６７】
　したがって、第２のテープ２０がフィルムに力を加えるように作用して、フィラメント
による切断中にフィラメントが引っ張られるときフィルムが物体から離れようとする傾向
を軽減するように作用する。引張力Ｐを加える位置でローラ等の物体をフィルムに押し付
けるなどの異なる方法によって力を加えることも可能である。本開示の実施態様の一部を
以下の［項目１］－［項目３０］に記載する。
［項目１］
　フィルムを切断するためのテープシステムであって、
　前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する伸縮性材
料の第１のテープ本体であって、
　前記第１のテープ本体が、物体に取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第１のテープ本体の前記前面が接着剤を含まず、感圧性接着剤に対して剥離特性を
有して、前記感圧性接着剤をテープの前記前面に接触させ、かつ引き離すことができるよ
うになっており、
　前記第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、第１のテープ
本体と、
　前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部とを有する、伸縮性
材料の第２のテープ本体であって、
　前記第２のテープ本体が、前記第１のテープ本体上に貼り付けられるときに前記フィル
ムに取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第２のテープ本体が、前記第１のテープ本体において前記フィルム上に貼り付けら
れるときに、前記フィルムの下の前記第１のテープ本体上の前記フィラメントの両側にま
たがるように配置された幅を有する、第２のテープ本体とを含み、
　前記フィラメントが、引っ張られたときに、両側縁部から間隔をあけた前記第２のテー
プ本体における位置で前記第２のテープ本体の長さに沿って前記第２のテープ本体を引き
裂くように、前記フィラメント及び前記第２のテープ本体が配置されている、テープシス
テム。
［項目２］
　前記フィラメントが、０．００５インチ未満の直径を有する金属ワイヤを含む、項目１
に記載のテープシステム。
［項目３］
　前記フィラメントが、０．００２５～０．００５インチの範囲の直径を有する金属ワイ
ヤを含む、項目１又は２に記載のテープシステム。
［項目４］
　前記フィラメントが、前記第１のテープ本体に、前記第１の側縁部及び前記第２の側縁
部の両方から間隔をあけた前記第１のテープ本体上の位置で取り付けられることにより、
前記第１のテープ本体の曲げを可能にする一方、前記第１のテープ本体が、前記フィラメ
ント及び前記第１の長手方向側縁部に対する、前記第２の長手方向側縁部に沿った前記第
１のテープ本体の伸長により第１の左右方向に平坦なままとなり、かつ前記フィラメント
及び前記第２の長手方向側縁部に対する、前記第１の長手方向側縁部に沿った前記テープ
の伸長により第２の左右方向に平坦なままとなる、項目１～３のいずれか一項に記載のテ
ープ。
［項目５］
　前記第１のテープ本体の前記後面が前記物体に取り付けられた状態で、前記フィラメン
トが、引っ張られたときに、前記テープ本体の一側縁部から引き出されるのではなく、両
側縁部から間隔をあけた前記第１のテープ本体上の位置で前記第１のテープ本体の長さに
沿って前記第１のテープ本体を引き裂くように、前記フィラメント及び前記第１のテープ
本体が配置されている、項目１～４のいずれか一項に記載のテープ。
［項目６］
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　各テープ本体が０．２５インチ未満の幅を有する、項目１～５のいずれか一項に記載の
テープ。
［項目７］
　前記第１のテープ本体に単一のフィラメントが付いている、項目１～６のいずれか一項
に記載のテープ。
［項目８］
　前記フィラメントが前記後面の前記接着剤の中に位置している、項目１～７のいずれか
一項に記載のテープ。
［項目９］
　前記第１のテープ本体が表面に貼り付けられる際、及び前記フィラメントが引っ張られ
て前記第１のテープ本体を引き裂く際に、前記接着剤が、前記第１のテープ本体の屈曲中
に前記フィラメントを前記第１のテープ本体上で定位置に保持するように配置されている
、項目８に記載のテープ。
［項目１０］
　前記第１のテープ本体が、第２の基材層の上に重なり、かつ接着剤により前記第２の基
材層に積層された第１の基材層を有し、前記長手方向に延びるフィラメントが前記第１の
基材層と前記第２の基材層との間に位置している、項目１～９のいずれか一項に記載のテ
ープ。
［項目１１］
　前記第１のテープ本体が、一方の面に感圧性接着剤が付いたフィルムで物体の表面を覆
う際に使用するように配置され、前記感圧性接着剤により前記フィルムが前記物体に取り
付けられ、前記第１のテープ本体上のフィルムのその部分を通して前記第１のテープ本体
から前記フィラメントを引っ張ることによって、前記フィルムを切断し、前記フィルムの
切り口を形成することができる、項目１～１０のいずれか一項に記載のテープ。
［項目１２］
　前記フィラメントが、前記第１の側縁部及び前記第２の側縁部の一方で前記第１のテー
プ本体に取り付けられている、項目１～１１のいずれか一項に記載のテープ。
［項目１３］
　前記第１のテープ本体及び前記第２のテープ本体が同じ材料から形成されている、項目
１～１２のいずれか一項に記載のテープシステム。
［項目１４］
　前記第２のテープ本体が、その端部が前記第１のテープ及び前記フィルムを越えて延び
て前記物体に係合し、前記フィルムを前記物体上に保持するような長さを有する、項目１
～１３のいずれか一項に記載のテープシステム。
［項目１５］
　接着剤により物体に貼り付けられたときにフィルムを切断するための方法であって、
　第１のテープ本体を前記物体に貼り付けることであって、
　前記第１のテープ本体が、前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向
側縁部とを有する伸縮性材料を含み、
　前記第１のテープ本体が、前記物体に取り付けるための接着剤を前記後面に有し、
　前記第１のテープ本体の前記前面が接着剤を含まず、前記接着剤に対して剥離特性を有
し、
　前記第１のテープ本体に、長手方向に延びるフィラメントが付いている、ことと、
　第２のテープ本体を前記第１のテープ本体において前記フィルム上に貼り付けて、前記
フィルムの下の前記第１のテープ本体の前記フィラメントの両側にまたがるようにするこ
とであって、
　前記第２のテープ本体が、前面と、後面と、第２の長手方向側縁部と、第２の長手方向
側縁部とを有する伸縮性材料を含み、
　前記第２のテープ本体が、前記フィルムに取り付けるための接着剤を前記後面に有する
、ことと、
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　前記フィラメントを引っ張ることにより、両側縁部から間隔をあけた前記第２のテープ
本体上の位置で、前記第２のテープ本体の長さに沿って前記フィルム及び前記第２のテー
プ本体を引き裂くことと、を含む方法。
［項目１６］
　前記第２のテープ本体が前記フィルムに力を加えて、前記フィラメントによる切断中に
前記フィラメントが引っ張られるとき前記フィルムが前記物体から離れようとする傾向を
軽減するように作用する、項目１５に記載の方法。
［項目１７］
　前記フィルムが、前記物体に水を付けることによって貼り付けられる、項目１５又は１
６に記載の方法。
［項目１８］
　前記フィルムがストーンガードフィルムである、項目１５～１７のいずれか一項に記載
の方法。
［項目１９］
　前記第２のテープ本体が、前記第１のテープ本体の端部及び前記フィルムの縁部を越え
て延びて前記物体に係合し、前記フィルムを前記物体上に保持するように置かれている、
項目１５～１８のいずれか一項に記載の方法。
［項目２０］
　前記フィラメントが、０．００５インチ未満の直径を有する金属ワイヤを含む、項目１
５～１９のいずれか一項に記載の方法。
［項目２１］
　前記フィラメントが、０．００２５～０．００５インチの範囲の直径を有する金属ワイ
ヤを含む、項目１５～２０のいずれか一項に記載の方法。
［項目２２］
　前記フィラメントが、前記第１のテープ本体に、前記第１の側縁部及び前記第２の側縁
部の両方から間隔をあけた前記第１のテープ本体上の位置で取り付けられることにより、
前記第１のテープ本体の曲げを可能にする一方、前記第１のテープ本体が、前記フィラメ
ント及び前記第１の長手方向側縁部に対する、前記第２の長手方向側縁部に沿った前記第
１のテープ本体の伸長により第１の左右方向に平坦なままとなり、かつ前記フィラメント
及び前記第２の長手方向側縁部に対する、前記第１の長手方向側縁部に沿った前記テープ
の伸長により第２の左右方向に平坦なままとなる、項目１５～２１のいずれか一項に記載
の方法。
［項目２３］
　前記第１のテープ本体の前記後面が前記物体に取り付けられた状態で、前記フィラメン
トが、引っ張られたときに、前記テープ本体の一側縁部から引き出されるのではなく、両
側縁部から間隔をあけた前記第１のテープ本体上の位置で前記第１のテープ本体の長さに
沿って前記第１のテープ本体を引き裂くように、前記フィラメント及び前記第１のテープ
本体が配置されている、項目１５～２２のいずれか一項に記載の方法。
［項目２４］
　各テープ本体が０．２５インチ未満の幅を有する、項目１５～２３のいずれか一項に記
載の方法。
［項目２５］
　前記第１のテープ本体に単一のフィラメントが付いている、項目１５～２４のいずれか
一項に記載の方法。
［項目２６］
　前記フィラメントが前記後面の前記接着剤の中に位置している、項目１５～２５のいず
れか一項に記載の方法。
［項目２７］
　前記第１のテープ本体が表面に貼り付けられる際、及び前記フィラメントが引っ張られ
て前記第１のテープ本体を引き裂く際に、前記接着剤が、前記第１のテープ本体の屈曲中
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に前記フィラメントを前記第１のテープ本体上で定位置に保持するように配置されている
、項目１５～２６のいずれか一項に記載の方法。
［項目２８］
　前記フィラメントが、前記第１の側縁部及び前記第２の側縁部の一方で前記第１のテー
プ本体に取り付けられている、項目１５～２７のいずれか一項に記載の方法。
［項目２９］
　前記第１のテープ本体及び前記第２のテープ本体が同じ材料から形成されている、項目
１５～２８のいずれか一項に記載の方法。
［項目３０］
　接着剤により物体に貼り付けられたときにフィルムを切断するための方法であって、
　テープ本体を前記物体に貼り付けることであって、
　前記テープ本体が、前面と、後面と、第１の長手方向側縁部と、第２の長手方向側縁部
とを有する伸縮性材料を含み、
　前記テープ本体が前記物体に取り付けられるための接着剤を前記後面に有し、
　前記テープ本体の前記前面が接着剤を含まず、前記接着剤に対して剥離特性を有する、
ことと、
　前記フィルムを引き裂くように前記フィラメントを引っ張ることと、
　前記フィルムに力を加えて、前記フィラメントによる切断中に前記フィラメントが引っ
張られるとき前記フィルムが前記物体から離れようとする傾向を軽減するように作用させ
ることと、を含む方法。

【図１】

【図２】
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